
所管部局・課 土木部都市局都市整備課

１　施設名等

所在地
  女池：新潟市中央区女池南３丁目１番３号
  鐘木：新潟市中央区鐘木４５１番地

電話 025-284-4720（鐘木）

ホームページURL https://www.toyanogata-park.com/

２　施設の概要

３　指定管理者

４　現指定管理者以前の管理者
選定方法

（公募or非公募）

－

公募

公募

公募

公募

公募

５　管理運営実績（概要）

６　評価結果

評価項目 評定

Ⅰ 事　業 S

Ⅱ 施設管理 A

Ⅲ 財　務 A

Ⅳ 管理体制 S

平成２５年４月１日～平成２８年３月３１日 指定管理 株式会社アール・ケー・イー

平成２８年４月１日～令和　３年３月３１日 指定管理 株式会社アール・ケー・イー

指定管理者管理施設の管理運営実績について　【対象年度：令和３年度】

施 設 名 鳥屋野潟公園（女池・鐘木地区）

指 定 管 理 者 株式会社　アール・ケー・イー

指 定 期 間

設 置 年 月 昭和61年４月

設 置 目 的 市町村の区域を越える広域のレクレーション需要を充足することを目的として整備。
四季折々の風景を満喫できる日本庭園、山間の雰囲気を漂わせるせせらぎ、広々とした多目的広場等々多くの施設があり、年
代に関係なく「遊び」「くつろぎ」「散策」など楽しめる。

（主な利用形態・サービス内容等）

令和３年４月１日～令和８年３月31日（５年間）

選 定 方 法 　　公　　　募

期　　　間
管理形態

管理者名
（直営、管理委託、指定管理）

平成１７年度まで 管理委託 財団法人新潟県都市緑花センター

平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日 指定管理 財団法人新潟県都市緑花センター

平成１９年４月１日～平成２２年３月３１日 指定管理 鳥屋野潟公園グループ

平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日 指定管理 鳥屋野潟セントラルパークグループ

・管理の成果を図る指標と目標数値：
　年間公園利用者数（推計値）：1,186千人（目標：1,007千人）　（参考）R2：789千人
　年間利用料金収入額：行為許可利用料金額　751千円(目標：452千円)
・集客イベントの開催回数　目標回数161回　実施回数208回
・利用者アンケート（回答者数329人）：全体的に高評価を得ている。
・管理運営実績（概要）：３期１年目（通算９年目）
　　　　　　　　　　　　維持管理業務（樹木等植物、一般施設）、行為許可業務（写真撮影他123回、自主事業41回）

視点 評価の理由

利用促進やサービスの向上のための
取組が行われているか

・各月、一般向けと子供向けイベントを開催し、広い年代層が楽しめるよう内容を充実させた。
自然、生物、健康などのイベントを数多く企画・実施し、公園利用促進・サービスの向上に努
めた。また、近隣施設、団体等と共同で行うイベントにも取り組んだ。
・新型コロナウイルス感染症の影響でイベントが中止となった期間もあったが、YouTube動画
を配信するなど公園利用促進に努めた。中止期間を除いては、感染対策をとりつつ、概ねす
べてのイベントを開催した。
・紙媒体のほか、ホームページ等によりこまめに公園情報の更新を行い、イベントの周知や公
園の魅力の発信に努めた。

施設、設備及び備品の維持管理・修
繕が適切に行われているか。

・日常の巡視・点検や施設の保守点検が計画に基づき、適切に行われた。
・園内施設修繕に未実施のものが多少見受けられたが、概ね適切に行われた。
・園内設備・備品の維持管理は、概ね適切に行われた。

安定的な運営が行われているか

・修繕費は適切に支出された。
・公園内行為許可等による収入が事業計画の66%増となった。ロケーション撮影、写真撮影が
「春」「秋」に多く、収入源になっている。また、飲食販売（自主事業）は、販売員からの公園使
用料が連日獲得でき、収入増につながった。

適切な管理と安全を確保できる取組・
体制となっているか

・パークコーディネーターを配置することにより、職員の役割分担を明確にしており、公園管理
に対する利用者の満足度も高く、適切な管理体制が取られていると判断される。また、公園利
用者からの動植物の問い合わせにも、適宜対応できた。職員の対応も利用者の評価が高
い。
・公園職員に他公園での外部研修を受講させるなど、人材育成およびサービス向上に努め
た。
・新型コロナウイルス感染症対応のほか、ベンチ等の清掃や鳥の糞の除去についても施設を
清潔に保つ取組が実施された。

特記事項

・公園管理の予算を余すことなく執行し、執行残のあった前年度から予算管理に改善がみら
れた。
・情報発信について、イベント情報をトイレに掲示するなど工夫が見られたが、SNSの更新頻
度や活用方法においては、改善の余地が残っている。
・広い年代層が楽しめるような、多くのイベントの企画・実施に努めている。引き続き、利用者
拡大と収益向上につながる取組を実施してもらいたい。



評定

７　中間評価で改善に向けて意見・提案された事項への対応状況
（中間評価実施年度の翌年度以降に記載）　　　　　　　                                      【中間評価実施年月日：　　　　　　　　　】

中間評価における意見・提案等 管理運営等への対応状況

評価基準 評価の目安

S 水準を上回る 各項目の評価点数の平均が100点満点中93点以上

C 水準を下回る 各項目の評価点数の平均が100点満点中65点未満

A 水準を達成 各項目の評価点数の平均が100点満点中80点以上93点未満

B 水準をやや下回る 各項目の評価点数の平均が100点満点中65点以上80点未満


